
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
っ
て
、
こ
こ
数
年
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
改
め
て
、
私
た
ち
は
大
き
な
岐
路

に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
格
差
と
貧
困
が
進
む

中
、
一
部
の
層
だ
け
が
富
を
享
受
し
、
社
会
の
分
断
を
推
し
進
め
る

の
か
、
そ
れ
と
も
、
社
会
の
裾
野
に
光
を
当
て
て
包
摂
的
な
成
長
を

め
ざ
す
の
か
。
経
済
的
効
率
の
追
求
だ
け
で
な
く
、
社
会
性
や
人
と

人
と
の
絆
、
協
同
の
仕
組
み
が
組
み
込
ま
れ
た
公
正
な
社
会
づ
く
り

は
世
界
共
通
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し

た
潮
流
を
見
据
え
な
が
ら
、
今
年
も
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
官
民
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
よ
り
良
い
制
度
に
し
、

誰
も
が
排
除
さ
れ
な
い
社
会
や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
愛
媛
県
労
福
協
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
行
政
機
関
で

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
で
き
る
限
り
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
労
働
者
自
主
福
祉
事
業
の
基
盤
強
化
に
つ
い
て
も
着
実
に

前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。「
連
帯・
協
同
で
つ
く
る
安
心・

共
生
の
福
祉
社
会
」
を
め
ざ
し
、
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
と
労
働
運

動
と
の
連
携
を
強
固
な
も
の
に
し
、
職
場
に
、
地
域
に
、
共
助
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
愛
媛
県
労
働
者
福
祉
協
議
会　
　
　
　

　

理
事
長　

 

杉　

本　

宗　

之

初詣（椿神社）

昴
す
ば
る
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　新年あけましておめでとうございます。皆様には健やかで気持ち新たなお正月を迎えられたことと
お喜び申し上げます。
　いま、わが国の社会と経済は、その持続可能性の確保にとって大きな分かれ目にあります。当面す
る2015春季生活闘争は、非正規雇用や中小企業で働く仲間をはじめ、社会全体の「底上げ・底支え」「格
差是正」のため、すべての労働組合が「月例賃金の安定的かつ継続的引き上げ」「長時間労働の撲滅」「政
策・制度の実現」の取り組みに全力を挙げなければなりません。加えて、それらを地域社会に開かれ
たものにしていくことも重要です。わが国の持続的な成長には地方経済の活性化がカギであり、その
ためには地場中小企業の活性化が不可欠です。地域での若者雇用の促進など「政策・制度」の対自治

体要請の充実を図り、行政、企業、住民を含め、あらゆる関係者と対話、意見交換を行い、闘争の成果を地域に波及させると
同時に、集団的労使関係の意義や「働くことを軸とする安心社会」ビジョンを広げていくことが必要です。
　その為には組合員一人ひとりに理解をしてもらうことがとても重要です。社会の様々な課題を他人事ではなく自らの問題と
して共感し、その積み重ねによって大きな運動のうねりを作り上げて行く。そうした運動のダイナミズムを生み出していくため、
引き続き互いに努力し合おうではありませんか。
　皆様のより一層のご支援、ご指導をお願い申し上げると共に、この新しい年が皆様にとって幸多き年になることを祈念し新
春のご挨拶とさせて頂きます。

日本労働組合総連合会愛媛県連合会  会長　 杉 本 宗 之

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様方には、ご家族と共に新春をお迎えのことと心からお喜び申し上げますと共に、今年が幸せ多
い年となりますようご祈念申し上げます。
　昨年は「四国ろうきん」の最優先事業である「ありがとう祭（個別提案活動）」に多大なるご支援と
ご協力を頂きましたことに感謝申し上げます。おかげさまで約３万５千人の会員・組合員の皆様にお
会いすることができました。
　働く人達は、ライフステージごとで家を建てたい・車がほしい・子供の教育に資金が必要・老後の
生活不安など、その悩みにはちがいがあります。その悩みをフェィスtoフェィスでお聴きをし、その人

に合った解消案を提案していく「ありがとう祭（個別提案活動）」を今年も積極的に推進してまいります。
　役職員一同、働く人達の金融面での生活応援組織である「四国ろうきん」の役割を肝に銘じ仕事をしてまいります。今年も
より一層のご理解とご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

四国労働金庫  理事長　 小 川 　 俊

労働団体・福祉事業団体

年頭のごあいさつ

労働団体・福祉事業団体

年頭のごあいさつ
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　新年明けましておめでとうございます。
　各協力団体、組合員の皆さまにおかれましては、新しい年をご家族お揃いで、健やかにお迎えのこ
とと心からお慶び申し上げます。
　また、旧年中は、全労済運動・事業の拡大に向け、ご理解、ご協力を賜りましたこと心より御礼申
し上げます。
　さて、昨年12月に火災共済事業を開始してから60周年を迎えました。その60周年を機に、火災共済・
自然災害共済の制度改定を実施し、組合員の皆さまに『より一層安心して暮らしていただける』制度
改定を実現することができました。そして、制度改定の周知のために、11月15日（土）松山市道後温
泉椿舘にて、多くの組合員のご参加をいただき「火災共済事業開始60周年記念研修会」を実施しました。

　また、全労済愛媛県本部は、2017年に60周年を迎えます。全労済は、これからも組合員・協力団体の『共感・参加・信頼』を得て、
より魅力的な『保障の生協』になることを再認識すると同時に、60年の歴史を糧に労働者自主福祉運動の原点に立ち返り、全
労済の理念であります『みんなでたすけあい、豊かで安心できる社会づくり』の実現を目指してまいります。
　いま全労済は、これらを達成するために、2014年度～2017年度の中期経営政策を策定し、事業構造改革、組織改革、意識改革、
の３つの改革を打ち出しております。その改革の年、14年度も既に７ヶ月が経過をしております。私たちは、新たな全労済を
目指し役職員一丸となって改革を進めて参ります。今後、皆様方の更なるご理解、ご協力をお願い申し上げます。
　結びに、今年一年、皆さまにとって、健康で素晴らしい一年となります様、心からご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて
いただきます。

全労済愛媛県本部  本部長　 木 原 忠 幸

　新年あけましておめでとうございます。皆様には気持ちも新たに新春をお迎えのこととお慶び申し
上げます。旧年中は、労住協事業にご理解をいただき、格段のご支援・ご協力を賜りましたこと厚く
お礼申し上げます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
　労住協では本年、「松山市朝生田」に新たな分譲マンション建設を計画しています。場所は「はなみ
ずき通り」入口に隣接し、スーパー・学校も近いことから人気の住宅地となっています。計画がまと
まり次第ご案内いたしますので、しばらくお待ちください。
　本年が皆様方に取りまして、幸多き年となりますことを心よりご祈念申し上げ、年頭のごあいさつ
とさせていただきます。

愛媛県労働者住宅協会  理事長　 兵 頭 康 宏

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は、年末に青色ＬＥＤの実用化の功績が高く評価され、日本人３人がノーベル物理学賞を受賞
という明るい話題があったものの、消費税８％への引き上げに伴う景気の後退や、特定秘密保護法の
制定、戦後ずっと認められていなかった集団的自衛権の行使容認の閣議決定など暗く不安な出来事も
顕在化した一年でした。
　このような中で愛媛県生協連傘下の各生協は、組合員数・出資金が増加するなど組合員のみなさま
へのお役立ちを高め、地域の中でも存在感が向上した１年でした。
　羊年の今年はその干支の由来のように、家族の安泰をつくりいつまでも平和に暮らすことができる
社会の実現のため、愛媛県生協連も微力ながら役割を果たしていきたいと思います。本年も宜しくお
願い申し上げます。

愛媛県生活協同組合連合会  会長　 大 川 耕 三

　あけましておめでとうございます。
　昨年は創立40周年記念事業を展開し、皆様には、ブライダル・宴会・会議・レストラン等の事業推
進にご協力いただき誠にありがとうございました。
　また、40周年を契機に勤労会館の2020年に向けてのビジョン、「選ばれるピュアフル松山2020」を策
定し、地域勤労者の交流拠点・情報拠点としてさらなる発展を目指しておりますが、メイン事業であ
るブライダルについては、縮小する市場における地域式場の競争激化のなか、非常に厳しい１年であ
りました。しかし、2015年は大きく二つの施策により挽回をはかってまいります。
　ひとつは、当会館のメイン会場である、６Ｆ（ケンジントン）のリニューアルです。本年４月下旬
の工事完了となりますが、完成予想図を見たお客様の反応も非常に良く、しっかり受注につなげてい

きたいと考えます。
　もうひとつは、労福協と協働でおこなう「縁結びサポート事業」です。昨年12月14日に開催した「第１回de愛イベント」で
は男女各30名の参加で14組のカップルが誕生しました。今後さらに、労働団体・事業団体の皆様の協力を得ながら出会いを求
める組合員・勤労者の後押しをしていきたいと考えます。そして、その先にピュアフル松山で結婚式をしていただけるように、
特典等の施策も検討していきます。
　本年もなにとぞよろしくお願い申し上げます。末筆ながら、本年が皆様にとって良い年となることを心よりお祈りいたします。

愛媛県勤労会館  支配人　 東 　 敬 介
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③ ①

④ ②

県
生
協
連

役
職
員
研
修
会

　

12
月
5
日
、

愛
媛
県
生
協

連
役
職
員

研
修
会
が

ピ
ュ
ア
フ

ル
松
山
勤
労

会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
県
内

生
協
の
役
職
員
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
会
員
生
協
間
の
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
人
材
育
成
や
協
同
組
合
理
念
の
向

上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
の
井

口
秀
作
氏
を
講
師
に
「
憲
法
を
め
ぐ
る
情
勢

と
平
和
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
憲
法
96
条
改
正
先
行
論
議
や
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
等
の
事
案
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
例
や
例
え
を
交
え
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
は
戦
後
70
年
、
今
日
ま
で
他
国
と
の
戦

争
を
せ
ず
に
来
ら
れ
た
の
も
平
和
憲
法
が
あ

り
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
禁
じ
た
こ
と

が
大
き
な
理
由
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
タ
イ
ム
リ
ー
な

話
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
憲
法
と
な
る
と
そ

れ
だ
け
で
む
ず
か
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

興
味
が
わ
く
内
容
だ
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

① 

来
賓
の
愛
媛
県
県
民
生
活
課　

渡
部
勝
之
課
長

② 

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

③ 

開
会
挨
拶　

大
川
会
長
理
事

④ 

閉
会
挨
拶　

倉
田
副
会
長
理
事

カ
ッ
プ
ル
が
14
組
誕
生
！

第
１
回
縁
結
び
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
（
婚
活
事
業
）

会　館
労福協

　

今
年
度
、
勤
労
会
館
と
労
福
協
の
協
働
し
た

新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
「
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト

事
業
（
婚
活
）」
第
１
回
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を

12
月
14
日
に
ピ
ュ
ア
フ
ル
松
山
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
労
組
・
事
業
所
等
17
組
織
か

ら
60
名
（
男
性
30
名
・
女
性
30
名
）
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
参
加
者
全
員
が
一
組
２
分
ず

つ
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
お
話
し
て
い
く
１
対
１

ト
ー
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
デ
ザ
ー
ト

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
食
べ
な
が
ら
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

と
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
後
の
マ
ッ
チ
ン
グ
集
計
中

は
、
会
館
の
チ
ャ
ペ
ル
を
参
加
者
全
員
で
見
学

い
た
だ
き
、
勤
労
会
館
の
横
田
職
員
か
ら
バ
ー

ジ
ン
ロ
ー
ド
の
意
味
、
結
婚
式
の
良
さ
な
ど
、

勤
労
会
館
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
結
果
は
、
14
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
。
カ
ッ
プ
ル
誕
生
率
に
つ
い
て
、
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
、「
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、
か
な
り

高
い
カ
ッ
プ
ル
誕
生
率
」
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

次
回
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、
今
回
の
経
験

や
組
合
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等

を
活
か
し
な
が
ら
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
運
営
ス
タ
ッ
フ
か
ら
感
想

　

地
元
に
戻
っ
た
際
に
、
縁
結
び
事
業
に
参
画

し
て
な
い
組
合
も
多
く
あ
る
の
で
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
の
様
子
等
を
し
っ
か
り
伝
え
、
よ
り
多

く
の
組
織
や
組
合
員
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
呼
び
か
け
を
行
い
た
い
。

　

初
め
て
の
取
り
組
み
で
至
ら
な
い
点
も
あ
り
ま

し
た
が
、
多
方
面
の
方
々
の
ご
協
力
で
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
法
人
会
の
方
々

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
達
で
の
運
営
に
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様

の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
参
加
者
に
よ
り
楽
し
ん

で
頂
き
、
ご
縁
が
つ
な
が
る
場
に
な
る
よ
う
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
労
組
の
婚
活
事
業
担
当
者
）

勤
労
会
館
：
横
田
職
員

大学生協からは大学生も参加、
熱心に聞き入っていました。

愛媛大学法文学部教授
井口秀作氏

たくさんの方にご参加いただ
きました

Laugh&Roughの ス イ ー ツ を
ご用意

マッチング集計中。間違いが
ないよう確認を重ねます。

会館チャペルも皆さんに見て
いただきました。

愛媛県
生協連
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PUREFUL MATSUYAMA 
790-0066 132 Tel(089)945-6011 

http://www.pureful-matsuyama.jp 

Sun Sun
Bridal Fair 

Start
Feel Chapell Du Rivage
First  Tasting
First  Tasting

The book of the genealogy of Jesus Christ {Messiah (Hebrew) and Christ 
(Greek) both mean "Anointed One"}, the son of David, the son of 
Abraham. 
Abraham became the father of Isaac. Isaac became the father of Jacob. 
Jacob became the father of Judah and his brothers. 
Judah became the father of Perez and Zerah by Tamar. Perez became the 
father of Hezron. Hezron became the father of Ram. 
Ram became the father of Amminadab. Amminadab became the father of 
Nahshon. Nahshon became the father of Salmon. 
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キャンペーン取り組み状況報告（2014年12月29日現在）

マイカー共済第Ⅰ期キャンペーン
（2014年10月〜2014年12月末）

　見積り件数251件（63団体）・
成約件数124件（52団体）　

　四国西濃運輸労働組合の見積もり30件、
伊予鉄道労働組合・東レ労働組合愛媛支部の
成約 9 件をはじめ、県下で見積もり251件、
成約124件の実績となっています。

ライフイベント推進キャンペーン
（2014年６月〜通年取り組み）

183件（54団体）
（結婚45件・出産83件・住宅購入51件　　

　　結婚出産2件、結婚住宅購入2件）

　JAM井関農機労働組合から21件の資料請求
をはじめ、県下54団体より183件の資料請求
をいただき、118名の方と面談が終了してい
ます。

愛媛県本部

「宇和島自動車労働組合推進会議」が開催されました !!
　

協
力
団
体
に
お
け
る
共
済
活
動
の
さ
ら

な
る
促
進
を
目
的
と
し
て
、
2
0
1
4
年

2
月
28
日
開
催
の
経
営
委
員
会
に
お
い
て

「
協
力
団
体
に
お
け
る
共
済
活
動
の
さ
ら
な

る
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
」
が
確
認
さ

れ
、
東
予
、
中
予
、
南
予
に
お
い
て
推
進

会
議
の
設
置
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
、
南
予
地
区
と
し
て
、
宇

和
島
自
動
車
労
働
組
合
が
先
行
し
て
四
国

労
働
金
庫
宇
和
島
支
店
と
合
同
の
推
進
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

推
進
会
議
で
は
、「
加
入
状
況
」、
お
よ

び
「
活
動
計
画
に
対
す
る
達
成
状
況
の
報

告
」、「
生
活
保
障
設
計
運
動
の
ご
提
案
」

な
ど
、
約
90
分
に
わ
た
っ
て
ご
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
東
予
地
区
と
し
て
、
住
友
重
機
労
働
組

合
愛
媛
地
本
が
、
2
0
1
5
年
２
月
６

日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
22
期
住
重
労
連

愛
媛
地
本　

組
合
役
員
研
修
会
」
に
お

い
て
労
金
・
全
労
済
合
同
の
推
進
会
議

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ご協力ありがとうございました。
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「
生
活
応
援
運
動
」

  

高
校
生
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

ろうきん　

四
国
労
働
金
庫
は
、
生
活
応
援
運
動
と
し
て
、
愛
媛
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
し
て
、

高
校
生
（
３
年
生
）
を
対
象
に
、
卒
業
後
に
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
知
識

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
（
２
０
１
３

年
度
）
は
四
国
４
県
の
24
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
毎
年
積
極
的
に
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
四
国
中
央
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
と
四

国
労
働
金
庫
三
島
支
店
が
今
年
度
開
催
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

11
月
18
日
に
土
居
高
校
（
85
名
）、
11
月
25

日
に
川
之
江
高
校
（
２
５
３
名
）
で
労
働
セ

ミ
ナ
ー
と
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

労
働
セ
ミ
ナ
ー
は
、
連
合
愛
媛
東
予
地
協

の
矢
野
事
務
局
長
が
講
師
で
、
労
働
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
見
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
を

し
ま
し
た
。

　

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
は
、
四
国
労
働
金
庫
三

島
支
店
の
黒
川
支
店
長
代
理
が
講
師
で
、「
マ

ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
実
施
し
ま
し
た
。
高
校

生
に
と
っ
て
は
、
堅
苦
し
い
内
容
で
も
あ
り

ま
す
が
、
事
例
を
参
考
に
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。
時
に
は
生
徒
に
質
問
を
投
げ

か
け
た
り
、
冗
談
な
ど
も
交
え
た
り
し
て
、

会
場
が
笑
い
に
包
ま
れ
る
な
ど
楽
し
い
雰
囲

気
の
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
生
徒
の
代
表
者
か
ら

は
、「
こ
れ
か
ら
卒
業
し
て
都
会
へ
進
学
す
る

予
定
だ
が
、
セ
ミ
ナ
ー
で
聞
い
た
よ
う
な
悪

徳
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
、

お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
指
導
の
先
生
か
ら
は
、「
非
常

に
分
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
も
ら
い
、
聞

き
や
す
く
面
白
い
内
容
で
し
た
。」
と
、
好
評

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

黒
川
講
師
は
、「
こ
れ
か
ら
社
会
に
旅
立
っ

て
い
く
高
校
生
た
ち
に
、
少
し
で
も
貢
献
で

き
た
こ
と
を
実
感
し
た
。
２
月
開
催
の
三
島

高
校
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
も
、
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
の
よ
う
に
、
高
校
生
か
ら
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。」
と
、
意
欲
あ
ふ
れ

る
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
の
県
内
の
高
校
セ
ミ
ナ
ー
の
予
定
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
今
後
の
開
催
予
定
高
校

・
小
松
高
校
（
西
条
支
店
）�

１
月
19
日

・
北
条
高
校
（
松
山
支
店
）�

１
月
21
日

・
新
居
浜
西
高
校
定
時
制
（
新
居
浜
支
店
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

１
月
21
日

・
松
山
北
高
校
中
島
分
校
（
愛
媛
支
店
）

�

１
月
22
日

・
東
予
高
校
（
西
条
支
店
）�

２
月
２
日

・
三
島
高
校
（
三
島
支
店
）�

２
月
10
日

・
新
居
浜
東
高
校
（
新
居
浜
支
店
）

�

２
月
12
日

・
松
山
工
業
高
校
（
愛
媛
支
店
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

２
月
19
日

781—2014—027

四国中央地区労福協　井上会長

講師の四国労働金庫三島支店黒川支店長代理

セミナー終了後の土居高校生徒代表者挨拶

×
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松山市宮田町 132 勤労会館 2 階 TEL 089-943-2673 松山市一番町 1丁目 15 番地 1 TEL089-935-5005 

愛媛県知事免許(14)第 408 号 

＜フジグラン松山北隣＞ 

売主 

販売 

売主 

販売 

愛媛県知事免許(9)第 2774 号 

お問い合わせ 

平成２７年３月 

完成予定 

おかげ様で残りわずかと 

なりました。 

お住まいをご検討の方は 

お急ぎください。 

A 
TYPE 

専有面積 
81.60㎡ 
(24.68坪) 

4LDKプラン 
Ｂ 
TYPE 

3LDKプラン 
専有面積 
68.20㎡ 
(20.63坪) 

バ
ス
・洗
面
・キ
ッ
チ
ン
・バ
ル
コ
ニ
ー
が
直
線
で
結
ば
れ
た
家
事
動
線 

各
居
室
・
水
廻
り
を
機
能
的
に
配
し
た
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
プ
ラ
ン 

　
　
　
〈 

応　

募　

方　

法 

〉

◎
応
募
方
法
＝
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
解
答
、
自
宅
の
住
所
、

氏
名
、
所
属
組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

◎
あ
て
先　

〒
七
九
〇
︲
〇
〇
六
六

　
　
　
　
　
　

松
山
市
宮
田
町
一
二
五
番
地
二

　
　
　
　
　
　

愛
媛
労
福
協
会
館

◎
し
め
き
り　

平
成
二
十
七
年
二
月
十
五
日

◎
発　
　

表　

平
成
二
十
七
年
三
月
号

第
四
四
八
号
の
正
解
「
ず
わ
い
が
に
」

△
西

条

市　

横
畑　
　

浩
（
四
国
電
力
西
条
発
電
所
）

△
西

条

市　

斉
藤　

憲
一
（
ル
ネ
サ
ス
西
条
）

△
今
治
市　

丸
山　

明
美
（
ハ
リ
ソ
ン
東
芝
ユ
ニ
オ
ン
）

△
松

山

市　

玉
井　

祥
恵
（
全
国
一
般
愛
媛
自
動
車
学
校
分
会
）

△
松
山
市　

猪
之
奥
美
華
（
自
治
労
愛
媛
県
本
部
書
記
労
）

△
大
洲
市　

矢
野　

英
樹
（
一
般
／
県
職
Ｏ
Ｂ
）

　

正
解
通
34
通
よ
り
抽
選
の
結
果
、
右
の
方
々
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
で
す
が
図
書
券
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
〈
た
て
〉

①
糸
で
あ
や
つ
る

②
バ
ッ
タ
ー

③
死
者
の
魂
を
と
む
ら
う

④
韓
国
女
優

⑤
物
事
に
関
わ
っ
て
い
る

⑥
暗
夜
行
路

⑦
人
口
の
歯

⑧
ピ
ン
チ

　
〈
よ
こ
〉

①
Ｐ
Ｃ
の
入
力
装
置

③
凸

④
神
仏
に
対
し
て
強
く
約

束
す
る

⑥
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
龍

⑨
％

⑩
新
年
の
ご
挨
拶

⑪
今

⑫
米
国
航
空
宇
宙
局

⑬
鉄
腕
ダ
ッ
シ
ュ

⑭
ア
メ
リ
カ
の
元
プ
ロ
テ

ニ
ス
選
手

⑮
訪
ね
て
く
る
人

⑯
イ
ネ
科
の
多
年
草

ク

イ
ズ

問
題　

二
重
枠
の
６
文
字
を
使
っ
て
言
葉

を
作
っ
て
下
さ
い
。

ヒント：奥様のあこがれ？

1 2 3

9 4 5

6

10

11 12 7

13 8 14

15 16
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